
状況について、随時、保護者に丁寧に
説明し、これからも様子を見ながら対応
する旨を伝える

いじめの認知チェックフロー
・・・認知後の対応については、組織的に対応し、解決につなげる。

・・・いじめの可能性があることを踏まえ、認知に向けた調査・対応を継続するとともに見守りを行う。

被害・加害児童生徒、被害・加害児童生徒
の保護者、また学級の児童生徒等へ適切な
対応を進める

Ａ 加害者が
特定できる

② 本人から被害
の訴えはあるが

「自分で対応する
ので学校の支援
は不要」などの
意向である

Ｂ 加害者もいじめ
を認めている

資料１

Ｆ 加害行為の痕跡が他人による
ものであると学校が判断できる

Ｋ 「周囲に確認して事案を解消する
必要性」を本人に説得し、Ａ以降の
対応を進めるように努める

学校も一緒に対応
することについて
説得し、本人・保
護者の了解を得ら
れた

Ｇ 学校としてできる範囲の調査を行い、加害
者を特定できた
または、加害行為の痕跡が他人によるもの

であると学校が判断できた

Ｊ 認知とした上で、「加害者に確認して事案
を解消する必要性」を本人・保護者に説得し、
Ｂ以降の対応を進めるように努める

Ｈ 学校としてで
きる範囲の情報
収集を行い、い
じめを疑う情報
が得られた

Ｉ 情報を基に、本人
に再度確認したとこ
ろ被害を訴えた

※ 情報をもとに
本人や本人以外
に確認する

※ 無記名アンケート
からいじめを認知
する場合は、追跡
調査を行い加害者・
被害者の特定に
努める

相手の気持ちについて考えさせ、いじめ
という言葉を使わず状況改善を促す

状況がいじめになることを加害者にしっ
かり理解させ、状況によってはいじめと
いう言葉を使わずに改善を促す

状況について、本人・保護者に丁寧に
説明し、これからも様子を見ながら
対応する旨を伝える

①へ

教師の気付き
・日常の観察
・教育相談
など

本人から
・教育相談
・生活ノート
・定期
アンケート
など

本人以外から
・教育相談
・生活ノート
・定期
アンケート

・保護者の訴え
・友人の訴え
・周囲の訴え
など

情報源

対応
※ 事案によりタイミングが前後したり、回数が
変わったりすることが考えられる

本人が否定しても加害者がある程度特定
できる場合もあるため、状況について本人・
保護者に丁寧に説明し、これからも様子を
見ながら対応する旨を伝える
また、情報を提供してくれた生徒等へも対応
状況について伝えておく
※ 表に現れないいじめであるかもしれない
ことを意識しておく

認知

認知

認知

認知

継続調査
・対応

継続調査
・対応

継続調査
・対応

いじめの情報
を入手

判断

① 本人から被害の
訴えがある

③ 本人は被害につ
いて否定している

本人へ確認
(被害児童生徒の状況確認)

はい

い
い
え

はい

はい

はいはい

はい

い
い
え

い
い
え

い
い
え

はい

い
い
え

い
い
え

いいえ

Ｃ 加害者は発言や行動は認
めているが、いじめたつも
りはないと言う

Ｄ 周囲からの情報はあるが、
加害者が関係する発言や行
動を行ったことを認めない

Ｅ 周囲からの情報がなく、
加害者も関係する発言や行
動について身に覚えがない
と言う

「いじめの認知チェックフロー」の見方
☞ いじめの情報をもとに本人へ状況を確認し、①～③のいずれかを選択
☞ 加害児童生徒や周囲へＡ～Ｉの状況を確認し、「はい」「いいえ」で選択
☞ 「認知」しない場合も「継続調査・対応」として、適切な対応を進める

例）学級の生徒から
の情報をもとに
本人に確認したが、
「いじめられては
いない」と否定
した

※ 当該児童生徒のお互いが被害を訴える場合は、
それぞれの事案として捉えて判断することになり、
双方向のいじめとして認知することもあり得る。

※ ＳＮＳ上の事案等において、本人が状況を把握
していない場合、本人への確認が必要かどうか組
織で判断し、対応を進める。

相手や周囲へ確認（加害児童生徒の状況確認）
※周囲へのアンケートや聞き取り調査を実施し、組織で判断する

認知

継続調査
・対応

認知

継続調査
・対応

加
害
者
が
特
定
で
き
た
場
合
の
加
害
者
及
び
そ
の
保
護
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
事
案
に

応
じ
て
協
議
し
、
組
織
的
に
対
応
す
る

※ いじめの認知に関する参考資料です。


